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第２章 人体の基本単位

教科書
メヂカルフレンド社
新体系看護学全書
人体の構造と機能①
解剖生理学

細胞は、生きている状態を確認出
来る最小の単位であり、細胞から
のみ生まれ、複製するに必要な情
報を持ち、栄養素を取り込み代謝
してエネルギーを産生する。

人体は、単なる細胞の寄せ集めで
はなく、細胞は、組織を作り、器
官を作り、器官系が集まり人体を
形成している。

細胞は、更に、核や細胞小器
官等からなり、更に、分子、
原子と云ったものにまで分解
されえる。

人体の階層性（かいそうせい）

細胞で最も大きなものは卵子であり、
⾧い細胞は数十センチにもなく骨格筋である。
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核（核膜、核小体、クロマチン）
細胞質（細胞膜、細胞小器官）

細胞小器官
小胞体
リボゾームが付着した粗面小胞体

付着しない滑面小胞体
リボゾーム
ゴルジ装置
中心小体
ミトコンドリア
リソソーム

細胞骨格
細胞特有の細胞骨格
（微小繊維、中間径繊維）

細胞を理解する為に、通常モデル細胞図が
用いられているが、モデル細胞と類似した
細胞はない。

核: 通常、細胞は一つの核を有
している。赤血球や角化扁平上
皮細胞は核を失っている。肝臓
等では、複数の核を有する細胞
を認め、肝臓の強い再生力と関
係しているようです。

細胞
細胞周期と細胞分裂

幹細胞から派生し、
細胞分裂により数が増
える増殖を示し、分化
する。

有糸分裂
（体細胞分裂、
減数分裂）

無糸分裂
（核が餅地が２つに分
かれるように分裂する
分裂であり、非常に稀
なもの。）

細胞

細胞の増殖と染色体

多分化能幹細胞
↓↑

先駆幹細胞
↓

組織幹細胞
↓

組織細胞芽球
↓

分化組織（体）細胞

不均等分裂
↓

均等分裂

生殖細胞：減数分裂

体細胞：（均等）分裂

細胞増殖、細胞周期の理解には、幹細胞から分化成熟細胞への各段階の理解は必要。
幹細胞は、自己複製と一段階分化した細胞を生じる不均等分裂をします。
複製された幹細胞は、上記不均等分裂を繰り返して、⾧期に生存しますが、分化した

細胞は均等分裂して、80回程の分裂をすると、遺伝子の複製はテロメアが消失して、分
裂出来なくなります。

細胞

常染色体：22対

性染色体：1対
（X/Y)

男性：XY
女性：XX

遺伝の仕組み
遺伝とは、生物の形や性質(形質)の遺伝情報が世代を越えて伝わるこよである。

細胞

染色体
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ヒストン蛋白

細胞
染色体からDNA 二本鎖らせん構造

5’- (５ダッシュ）

-3’ (3ダッシュ）

核酸結合の向きは、上流を5’-、下流を3’-と表現することが多い。
この核酸結合の向きは、核酸の複製の時に、２本鎖のDNAが１本鎖にほぐれて、２本鎖がほどけたとこ

ろから、ほどけて行く方向にDNAが複製されるが、DNAの複製は、常に5’-から-3’側に生じるので、一方の
ほぐれた1本鎖は、ほぐれた5’-側から連続して生じるが、他方の１本鎖では、逆方向で短いDNA断片（岡
崎フラグメント）が合成されて、それが結合される。
その結果、他方の１本鎖は短くなり、その分だけ、細胞分裂の度に短くなり、細胞分裂の数に制限が

生じてくる。

細胞

多分化能幹細胞
↓↑

先駆幹細胞
↓

組織幹細胞
↓

組織細胞芽球
↓

分化組織（体）細胞

癌細胞は、テロメア（染色体の末尾のDNAの繰り返し
部分、細胞分裂の度に短くなり、消失すると、重要な
遺伝子の複製が出来なくなり、細胞寿命を説明す
る。）を⾧くする酵素（テロメラーゼ）を、幹細胞同
様に持ち、限りない増殖を行う特徴があります。

細胞
多分化能幹細胞
↓↑

先駆幹細胞
↓

組織幹細胞
↓

組織細胞芽球
↓

分化組織（体）細胞

Embryonal Stem Cell (胚性幹細胞）:受精卵から作製さ
れる。胚性幹細胞は、受精卵から作製されますので、
受精卵は、女性の子宮に入れることで、子供が生ま
れることから、倫理面の問題を有しています。
Muse Cell（ミューズ細胞）：東北大学で確立された
非腫瘍性幹細胞。ミューズ細胞は、倫理的にも、重
大な問題もなく、分化成熟細胞の幹細胞化であるiPS
細胞はがん性幹細胞と同様であるとの議論もあり、
期待されていたが、今年、研究が中断されたとの報
道があり、残念だなと思われる。

細胞
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蛋白質合成 細胞

B 素材からみた人体
③ 細胞を構成する物質と

エネルギーの生成

核酸とタンパク質の合成

DNA（デオキシリボ核酸）
A：アデニン
T：チミン

G：グアニン
C：シトシン

RNA（リボ核酸）
A：アデニン
U：ウラシル

G：グアニン
C：シトシン

メセンジャーRNA (mRNA)
リボゾーマルRNA(rRNA)
トランスファーRNA(tRNA)

マイクロRNA(microRNA)

DNAは、タンパク質をコードしている2%程度のコーデイ
ング領域とそれ以外のノンコーデイング領域がある。最近、
ノンコーディング領域のマイクロRNAがコーディング領域
のゲノムの発現調節に関与していることが明らかになって
きています。

細胞

細胞を構成する物質と
エネルギーの生成

オイクロマチンの二本鎖DNAが、
一本鎖DNAになり、DNA-RNAトラ
ンススクリプターゼ（酵素）によ
り、DNAからmRNAが産生され、
mRNAは、核膜の核孔から細胞質に
出て、リボゾームが付着したrRNA
となり、３つの核酸から選択され
るアミノ酸を運ぶtRNAにリボゾー
ムで翻訳され、アミノ酸からなる
ポりペプチド・タンパク質が産生
され、粗面小胞体に蓄積され、輸
送小体で、ゴルジ装置に運ばれ、
末端に糖が付き、タンパク質が完
成して、膜系ないし細胞質に運搬
されて、タンパク質は機能して行
く。

細胞

細胞の外界から区画している二重膜を細胞膜ないし形質膜という。
細胞小器官の多くものは、同様の二重膜で形成され、細胞膜や他の細胞小
器官と膜同志が癒合して一体化出来ることから、この二重膜の単位膜系の
有機的な関係は、その細胞小器官の機能を理解する上で、重要です。

細胞膜等の単位膜には、タンパク質を含み、
それぞれの機能で特異な構造を形成している。

細胞
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細胞の代謝と機能
１．細胞膜を介する物質輸送と情報伝達

電解質

エネルギー依存性、濃度
勾配に逆行したポンプ

細胞
電解質の濃度勾配沿った細胞内流入の膜電位によるオン・オフ

細胞

細胞の代謝と機能
１．細胞膜を介する物質輸送と情報伝達

細胞
細胞の代謝と機能
１．細胞膜を介する物質輸送と情報伝達

細胞
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細胞の代謝
同化作用：エネルギーを用いて物質を合成する反応。
異化作用：物質を分解してエネルギーを取り出したり、細胞内のエネ

ルギーを使って新たな物質をつくるエネルギーの出納を伴う反応

細胞 細胞

アデノシン三リン酸（ATP)
アデノシン二リン酸（ADP)
アデノシン一リン酸（AMP)

細胞

細胞の化学成分

糖質（炭水化物）
単糖類
：グルコース、フルクトース、ガラクトース
二糖類
：スクロース（ショ糖、砂糖）、
ラクトース（乳糖）

多糖類：デンプン、グリコーゲン、セルロース
脂質
トリグリセリド（中性脂肪）
1分子のグリセリンと3分子の脂肪酸

細胞膜のリン脂質：脂肪酸の一つがリン酸基
蛋白質
100～一万個のアミノ酸が結合した⾧い分子
２０種類のアミノ酸
2分子以上のアミノ酸：ペプチド
２分子：ジペプシド
３分子：トリペプチド
10～100分子：ポリペプチド

細胞
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細胞 細胞・組織細胞同士の結合
単純連結：ヒダと窪みがかみ合って、わずかな隙間を介して接している、
連結複合体：閉鎖帯（密着結合：タイト結合）、接着帯（僅かな隙間で接して

いる）、接着班（デスモゾーム）があり、単層上皮細胞の尖頂側の直下の側面に
見られる（密閉している）。上皮細胞と基底膜の結合では、上皮側に半デスモ
ゾームを見る。
ギャップ結合：６個のコネキシンが構成するコネクソン（管）で細胞同士が繋

がり、イオンが細胞間を行き来して、シグナルが伝わる。

組織

上皮組織と
上皮細胞

体の表面や管状の器官の
内腔をなどの体の内外の
境界に上皮組織を認め、
上皮細胞層、基底膜、そ
の下の結合組織から成る。

組織

25 26

27 28



2024/4/9

8

組織

刷子縁

組織

組織 組織
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組織 線細胞の分泌様式
１）漏出分泌
２）離出分泌（開口分泌）：多くの分泌細胞の分泌様式
３）全分泌：皮脂を分泌する脂腺

組織

結合組織 組織

膠原線維が少なく、ゼリー状の器質が豊富。
脂肪組織が豊富で、一般的な白色脂肪組織と背部
に僅かに見る褐色脂肪組織がある。

皮膚の真皮や筋膜である
交織密生結合組織と

腱や靭帯である
平行密生結合組織がある。

結合組織 組織
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大動脈の壁
脊柱や椎骨をつなぐ靭帯

結合組織 組織

リンパ組織の基盤

結合組織 組織

臍帯の結合組織
（ワルトンのゼリー）

結合組織 組織 組織

関節軟骨、肋軟骨、気管軟骨 脊柱の椎間円板喉頭蓋や耳介の軟骨
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多彩な結合組織の組織と細胞

骨組織
軟骨組織
腱組織（繊維性結合組織）
臓器の間質（疎性結合組織）
脂肪組織

結合組織 組織 筋組織

電子顕微鏡像

多核・辺縁核

多核・中心核

単核・中心核

多核細胞
周辺核
⾧い細胞

単核ないし二核細胞
中心核
介在板（ギャップ結合）

紡錘形細胞
中心核
短い細胞

神経細胞（ニューロン）・神経組織
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中枢神経系の神経膠細胞（グリア）・神経組織

脳血管関門

末梢神経ではシュワン細胞

硬膜下空間

マクロファージ

皮膚組織・器官

皮膚の表皮は、角化する重曹扁平上皮であ
り、基底層の細胞が増殖し、上方に分化・
移動し、表層近くで角化し、脱落し、垢と
なる。
真皮は、密性結合組織である。
皮下組織は、疎性結合組織である。

粘膜
粘膜上皮
粘膜固有層
粘膜筋版
粘膜下組織

（固有）筋層
漿膜（外膜）

びらん 潰瘍

例外：胆嚢は（固有）筋層を欠く。

管腔組織・器官
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壁側胸膜
胸腔（陰圧）

臓側胸膜

壁側心（嚢）膜
心嚢腔

臓側心（嚢）膜

植物機能 植物機能 植物機能
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植物機能 動物機能動物機能
動物機能 植物機能

植物機能植物機能
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